
p.170 第５章から抜粋

柴田・中田(2025) 「室津港の宝永地震および安政南海地震による隆起量の再検討」

p.170 第４章 から抜粋  柴田・中田(2025)の隆起量の値は、第二版一部改訂
で検討した隆起量の標準偏差の範囲に入っている。
→今回の検討結果を否定するものではない

 説明文49pのL1～3の「一方で、これら史料の解釈
を巡っては、多様な見解を伴う学術的議論が継続し
ており（中田・島崎、2024; 橋本ほか、2024b）、
現時点では統一的な見解には至っていない。」とい
う記載中の学術的議論が継続している文献として、
「柴田・中田、2025」を追加する。

長280海Ⅱ101長手Ⅱ11(2) 図4-4を改変

：柴田・中田(2025)での推定量  ：標準偏差の範囲
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